市販薬分類表            家のお薬はどこに分類されるか書き込んでおきましょう。
	     区  分
	     概    要
	主なお薬
	家の常備薬

	第1類医薬品
	副作用などの恐れがあり、使用に際して特に注意を要する成分を含む医薬品。
薬剤師がいる店舗でのみ入手が可能で、文書による副作用などの説明が義務化されています。
	H2ブロッカー（ガスター10など）
鼻炎用点鼻薬（パブロン点鼻Zなど）
乗り物酔止薬（センパア内服液など）
発毛・育毛剤（リアップなど）

	

	第2類医薬品
	稀に副作用などによって、健康被害が生じる恐れがある成分を含む医薬品。
登録販売者のいるコンビニやスーパーなどでも入手が可能です。
	大半の風邪薬

解熱鎮静薬（頭痛薬など）

一部の胃腸薬

一部の睡眠改善薬

一部の生薬成分など
	

	第3類医薬品
	ビタミン類など、比較的安全性の高い医薬品。登録販売者のいるコンビニやスーパーなどでも入手が可能です。

	ビタミン剤、目薬、うがい薬など

	

	医薬部外品
	医薬品に比べて作用が緩やかなもの。
登録販売者は不要でコンビニやスーパーなどでも入手可能です。

	ハンドクリーム、傷絆創膏、薬用石けん、薬用歯磨きなど

	


· 登録販売者……一定期間、医薬品の販売経験があり都道府県の試験に合格した者
